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（注 1） 理学部は，大学入試センター試験の５教科７科目の得点（英語は 250 点満点を 200 点満点に換算）が 900 点満点中 630 点以上の者を
第１段階選抜合格者とする。
（注 2） 医学部医学科は，大学入試センター試験の５教科７科目の得点（英語は 250 点満点を 200 点満点に換算）が 900 点満点中 630 点以上
の者のうちから募集人員の約３倍までの者を第１段階選抜合格者とする。
（注 3） 工学部の学科別志願者数および第１段階選抜合格者数は，第１志望学科の数を示す。




学部名 募集人員 志願者数（倍率） 第１次選考合格者（倍率）
法　学　部 10人以内 22人（2.2 倍） 19人（1.9 倍）
経 済 学 部 10人以内 32人（3.2 倍） 11人（1.1 倍）




前 期 120人 412人 3.4 411人 3.4 ̶̶ ̶̶
文 系 65 231 3.6 230 3.5 約 3.5 倍
理 系 55 181 3.3 181 3.3 約 3.5 倍
文 学 部 前 期 220 617 2.8 616 2.8 約 3.5 倍
教 育 学 部
前 期 60 195 3.3 195 3.3 ̶̶ ̶̶
文 系 50 148 3.0 148 3.0 約 3.5 倍
理 系 10 47 4.7 47 4.7 約 3.5 倍
法 学 部 前 期 320 746 2.3 746 2.3 約 3.5 倍
経 済 学 部
前 期 230 649 2.8 617 2.7 ̶̶ ̶̶
一 般 180 424 2.4 423 2.4 約 3.5 倍
論 文 25 100 4.0 88 3.5 約 3.5 倍
理 系 25 125 5.0 106 4.2 約 3.5 倍
理 学 部 前 期 311 861 2.8 852 2.7 （注 1）
医 学 部 前 期 250 677 2.7 661 2.6 ̶̶ ̶̶
医 学 科 前 期 107 328 3.1 314 2.9 （注 2）
人間健康科学科 前 期 143 349 2.4 347 2.4 ̶̶ ̶̶
看 護 学 専 攻 前 期 70 167 2.4 165 2.4 約 5.0 倍
検査技術科学専攻 前 期 37 104 2.8 104 2.8 約 5.0 倍
理学療法学専攻 前 期 18 39 2.2 39 2.2 約 5.0 倍
作業療法学専攻 前 期 18 39 2.2 39 2.2 約 5.0 倍
薬 学 部 前 期 80 201 2.5 201 2.5 ̶̶ ̶̶
薬 科 学 科 前 期 50 111 2.2 111 2.2 約 3.5 倍
薬 学 科 前 期 30 90 3.0 90 3.0 約 3.5 倍
工 学 部（注 3） 前 期 955 2760 2.9 2759 2.9 約 3.0 倍
地 球 工 学 科 前 期 185 409 2.2 409 2.2 （注 4）
建 築 学 科 前 期 80 276 3.5 276 3.5 ̶̶ ̶̶
物 理 工 学 科 前 期 235 796 3.4 795 3.4 ̶̶ ̶̶
電気電子工学科 前 期 130 377 2.9 377 2.9 ̶̶ ̶̶
情 報 学 科 前 期 90 321 3.6 321 3.6 ̶̶ ̶̶
工 業 化 学 科 前 期 235 581 2.5 581 2.5 ̶̶ ̶̶
農 学 部 前 期 300 923 3.1 922 3.1 約 3.5 倍
合 計 2846 8041 2.8 7980 2.8 ̶̶ ̶̶
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〃 小　林　致　広 行動文化学専攻地理学講座 メソアメリカのエスノヒストリー研究
教 育 学 研 究 科 川　崎　良　孝 教育科学専攻生涯教育学講座
アメリカ公立図書館の歴史と現状に関する思想・制度・実
践の研究
〃 前　平　泰　志 教育科学専攻生涯教育学講座 生涯教育学
法 学 研 究 科 小　野　紀　明 法政理論専攻政治史講座
西洋政治思想史の研究。特にロマン主義，現象学，ハイデガー
存在論および現代政治哲学の精神史的研究
〃 林　　　　　醇 附属法政実務交流センター法科大学院準備部門 民事訴訟における実務上の諸問題の研究









〃 河　野　憲　二 医学専攻高次脳科学講座 視覚情報処理と眼球運動制御の神経機構に関する研究













〃 福　山　秀　直 附属脳機能総合研究センター MRIやPETを用いた非侵襲的脳機能画像法による，ヒト脳機能の局在とその結合についての研究
医学部附属病院 由　井　芳　樹 内科（循環器内科） 循環器病の臨床研究
工 学 研 究 科 宮　川　豊　章 社会基盤工学専攻構造工学講座
コンクリート構造物の耐久性能・維持管理・補修補強に関
する研究
〃 松　岡　俊　文 都市社会工学専攻ジオマネジメント工学講座 地下資源開発に関する研究
〃 田　中　一　義 分子工学専攻量子機能化学講座 量子機能材料に関する物理化学的研究
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総 合 生 存 学 館 藤　田　正　勝 総合生存学専攻 哲学・日本哲学史・京都学派の哲学に関する研究
経営管理研究部 日　置　弘一郎 経営管理講座 組織論及び経営人類学に関わる諸領域
化 学 研 究 所 年　光　昭　夫 複合基盤化学研究系 ヘテロ元素化学を基盤とした有機合成化学
〃 浅　見　耕　司 複合基盤化学研究系 コロイド及び生物細胞の誘電分散に関する研究
人文科学研究所 富　永　茂　樹 文化生成研究部門 フランス革命と近代的主体の成立に関する研究
再 生 医 科 学
研　 究　　 所 岩　田　博　夫 生体組織工学研究部門 医用高分子材料とそれを用いた治療法に関する研究
エ ネ ル ギ ー
理 工 学 研 究 所 佐　野　史　道 エネルギー機能変換研究部門 ヘリオトロン核融合に関する実験的研究
〃 畑　　　幸　一 エネルギー機能変換研究部門 原子炉（軽水炉，高速炉），核融合炉等の伝熱流動現象に関する基礎研究
生 存 圏 研 究 所 師　岡　敏　朗 生存圏開発創成研究系 木材の粘弾性に関する研究。材料の調湿機能に関する研究
防 災 研 究 所 末　峯　　　章 附属斜面災害研究センター 地すべりの発生・移動機構の研究
〃 林　　　泰　一 附属流域災害研究センター 大気境界層の乱流構造に関する研究。台風，竜巻，洪水などの気象災害に関する研究
経 済 研 究 所 三　野　和　雄 経済制度研究部門 マクロ経済理論に関する研究
〃 今　井　晴　雄 経済戦略研究部門 ミクロ経済学，ゲーム理論，環境経済理論に関する研究
数理解析研究所 小　嶋　　　泉 応用数理研究部門 「ミクロ・マクロ双対性」に基づく量子場の数理物理学的研究
原 子 炉 実 験 所 森　山　裕　丈 原子力基礎工学研究部門 原子力システムの燃料サイクルと放射性廃棄物管理に関する研究
〃 小　出　裕　章 原子力基礎工学研究部門 原子力施設の工学的安全性に関する研究。核燃料サイクルから放出される放射性物質の環境動態に関する研究
〃 古　林　　　徹 放射線生命科学研究部門 ホウ素中性子捕捉療法（BNCT)の放射線医学物理工学に関する研究開発
学術情報メディア





放 射 線 生 物
研 究 セ ン タ ー 小　松　賢　志 ゲノム動態研究部門
放射線感受性遺伝病ナイミーヘン症候群と原因遺伝子
NBS1の機能に関する研究
総 合 博 物 館 中　坊　徹　次 日本産魚類の漁業対象種に関する分類学的研究。魚類の種分化と系統に関する研究
学　生　総　合
支 援 セ ン タ ー 青　木　健　次 相談心理学および相談技法に関する研究
物質－細胞統合




国 際 交 流 推 進






























































































































































































































































































































































































































































































































































発とエネルギー科学（AUN-KU Seminar on Human 
Security Development and Energy Science）」を実
施し，AUN（ASEAN University Network）加盟30
大学の応募総数300名から選抜された８か国の学部
学生12名が参加した。なお，この研修は２単位相当
のプログラムであり，参加学生は所属大学が承認す
れば相当の単位数が認定される。
研修は１月13日（火）から１月23日（金）までの11日
間，本学エネルギー科学研究科の短期交流学生とし
て受け入れ，石原慶一 エネルギー科学研究科教授，
大垣英明 エネルギー理工学研究所教授，飛奈裕美 
学際融合教育研究推進センタ （ー人間の安全保障開
発連携教育ユニット）特定講師の引率により，工学
部６号館などにおいて実施した。
参加学生は，上述の３教員の他，エネルギー科学
研究科，国際交流センター教員による「人間の安全
保障開発入門」，「エネルギー問題の現状」，「太陽光
発電」，「エネルギー技術」，「風力発電」，「バイオエ
ネルギー」，「エネルギー政策と国際関係」，「エネル
ギー効率」，「電力市場の自由化」の９つの講義を受
講した。
また，海南発電所，有田メガソーラー，由良風力
発電所，EEパーク，京都市廃食用油燃料化施設へ
の見学を通して，各種持続可能エネルギー技術の基
礎と日本におけるそれらの利用状況，さらに，今後
それらの利用を拡大するための社会的・経済的・技
術的諸課題について学んだ。
研修期間を
通して，学生
は三つのグ
ループに分か
れてディス
カッションを
行い，期間の
後半には，二
度にわたってグループプレゼンテーションを実施し
た。各グループは，課題「架空の島におけるエネル
ギー需要の推定と供給システムの開発」に取り組ん
だ成果を１回目のプレゼンテーションで発表した後，
新たな制約条件が追加された課題についてさらに議
論を深めて，研修最終日の２回目のプレゼンテー
ションに臨ん
だ。プレゼン
テーションで
は，地理的条
件や人口等，
一定の条件下
にある架空の
島において，
持続可能な島の産業構造とそれに伴うエネルギー需
要を推定し，それに対してどのようなエネルギー供
給システムを開発すればよいかについて，各グルー
プが様々な視点から発表を行った。
また，京都市内および和歌山県にて日本文化を体
験し，本学の学生とも交流を深めた。
工学，環境マネジメント，経済開発，国際関係学，
コミュニケーション学，デザイン学，ジャーナリズ
ム等，様々な分野を専門とする学生が参加したこの
研修は，国籍や分野を超えて「人間の安全保障」や「エ
ネルギーと環境」について多様な視点から議論する
機会となり，彼らにとって貴重な体験となった。多
くの学生にとって初めての日本滞在であったが，す
ぐに京都での生活に馴染み，11日間の京都滞在を有
意義に過ごした。
 学際融合教育研究推進センター　　　　
 （（人間の安全保障開発連携教育ユニット）
ウィンタースクール「人間の安全保障開発とエネルギー科学」を実施
有田メガソーラーにて
最終グループ発表の様子
EL（電力自由化）ゲームに取り組む様子
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玉垣良三先生は，１月11日
逝去された。享年84。
先生は，昭和29年３月京都
大学理学部を卒業され，同大
学院理学研究科に進学，同34
年３月博士課程を修了し，京
都大学理学博士の学位を取得された。同年４月北海
道大学理学部講師に採用され，同37年10月助教授に
昇任，同42年10月京都大学基礎物理学研究所教授に
就任，同48年９月理学部教授に配置換となり，原子
核理論研究室を主宰された。平成７年３月停年によ
り退官され，京都大学名誉教授の称号を授与された。
先生は，湯川中間子理論に基づく核力理解の確
立，クォーク模型による核子間近距離斥力の成因の
解明，原子核の分子的構造発現に関する先駆的研究，
非等方的な新しい型の核子超流動の予言，核子系の
構造相転移という独自の観点に基づくパイ中間子凝
縮研究の展開など，世界に先駆けた独自のアイデア
による研究によって原子核物理分野において輝かし
い業績を挙げられた。また，教育にも情熱を傾けら
れ，広い学識と熱意あふれる指導力により薫陶を受
けた数多くの研究者が日本の各地で指導的立場に
なって活躍している。
また，日本学術会議物理学研究連絡委員会委員，
同原子核専門委員会委員，文部省学術国際局学術審
議会専門委員，日本物理学会理事などを歴任される
とともに，多年にわたり全国共同利用研究所の運営
と発展に尽力された。さらに，欧文物理誌「Progress 
of Theoretical Physics」の編集・運営にも大きな役
割を果たされた。
これらの顕著な功績により，平成23年11月に瑞宝
中綬章を受章された。
 （大学院理学研究科）
玉垣　良三　名誉教授
訃報
　このたび，玉
たま
垣
がき
良
りょう
三
ぞう
名誉教授，垣
かき
野
の
義
よし
昭
あき
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。
以下に両氏の略歴，業績等を紹介します。
ご意見・ご感想をお寄せください。　京都大学渉外部広報・社会連携推進室　〒606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
「京大広報」の既刊号は，次のURLでご覧いただけます。　http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/issue/kouhou/
垣野義昭先生は，２月３日
逝去された。享年74。
先生は，昭和39年３月京都
大学工学部機械工学科を卒業
され，同大学工学部助手，助
教授を経て，同63年２月教授
に就任，精密工学専攻制御工学講座のちに知能機械
システム講座を担任された。平成16年３月定年によ
り退官され，京都大学名誉教授の称号を授与された。
本学退官後は，平成16年４月から垣野技術研究所を
設立された。
先生は，工作機械の開発と精度検査に関する研究
において優れた研究業績を残された。中でもダブル
ボールバ （ーDBB）法は，工作機械の高速・高精度
化に貢献し，世界で標準的な試験法となっている。
また，リニアモータ応用工作機械，変種変量・工程
集約型マシニングセンタを開発して，加工学・加工
機学の発展に寄与されるとともに，製造分野におい
て多大の貢献をされた。
主な著書に『DBB法によるNC工作機械の精度評
価法』，『グラインディングセンタ』等がある。
また，日本機械学会では生産加工・工作機械部門
長，評議員，精密工学会では関西支部長，副会長，
SME（生産技術者協会）では東京支部長，常任顧問
等の要職を歴任された。日本機械学会からは名誉員
の称号を贈られている。
 （大学院工学研究科）
垣野　義昭　名誉教授
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